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人事行政運営状況

今月の表紙
縁のあかり

　春日神社の良縁の樹が
11月23日までイルミネー
ションで飾られています。
多くの人が良い縁を求めて
訪れています。訪れた人が
自由に書く思い出ノートに
は、宝くじが当たったなど
の記載がありました。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/

市ホームページ

今月の国民の祝日

 ３日火　文化の日
23日月　勤労感謝の日

国旗を掲げましょう

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、

「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

・
自
分
の
子
育
て
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

・
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
な
ら
、
身
近
な
人
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
65
・
７
１
８
８
）

　

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

・
虐
待
を
受
け
て
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
我
慢
し
な
い
で
打
ち
明
け
て
く

　

だ
さ
い

・
長
時
間
子
ど
も
の
泣
き
声
が
す
る
、
子
ど
も
の
身
な
り
が
汚
れ
て
い

　

る
こ
と
が
多
い
な
ど
、
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
た
め

　

ら
わ
ず
に
児
童
相
談
所
や
市
の
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
り
ま
す

連
絡
・
通
告
先

　

○
福
祉
こ
ど
も
課
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

　

○
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
県
総
合
福
祉
相
談
所
内
☎
０
７
７
６
・
24
・
３
６
５
４
）

　

○
大
野
警
察
署
（
☎
65
・
０
１
１
０
）

※
児
童
虐
待
と
は
殴
る
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
虐
待
だ
け
で
な
く
、
学
校
に
登
校
さ
せ
な

い
・
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
・
衣
類
や
住
居
が
極
端
に
不
衛
生
で
あ
る
な
ど
の
ネ
グ
レ

ク
ト
や
、
ほ
か
の
兄
弟
と
極
端
に
差
別
す
る
・
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
の
誰
か
に
暴
力
を

振
る
う
な
ど
の
心
理
的
虐
待
も
含
み
ま
す

　

全
国
で
は
虐
待
に
よ
り
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
特
定
の
地
域
や
家
庭
で
起
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
家
庭
で
も
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
行
動
が
、
子
ど
も
の
命
を
救
い
ま
す
。

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　子ども自身が、虐待について市に相談に来ることはほとんどありません。大

野市の次代を担う子どもたちのことだから、まず周囲の人たちが見つけてあげ

てほしいです。児童虐待防止法では、虐待を受けたと思われる子どもを発見し

た場合、通告する義務が定められています。

　虐待を受けた子は、将来、親になったときに自分の子を虐待するケースがよ

くあります。虐待の事例は複雑・多様な問題を抱えていることが多く、その解

決には、一機関や一個人では限界があります。市では要保護児童対策地域協議

会を設置し、関係機関と連携して虐待の重度化、連鎖防止に努めています。

虐待の連鎖を断ち切りたい福祉こども課の

担当者に聞きま
した
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「女性に対する暴力をなくす運動」
期間：11月12日～25日

　暴力は、性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、配偶者な
どからの暴力（ＤＶ）、性犯罪、買春・人身取引、セクハラ、ストーカー行為など女性に対する暴力は、人
権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。
　この運動期間をきっかけに、女性に対する暴力について考え、暴力のない社会づくりを進めましょう。
相談窓口
　奥越健康福祉センター（配偶者暴力被害者支援センター☎66・2076）
　大野警察署（☎65・0110）
問　福祉こども課（☎64・5142）

オレンジリボ
ンキャンペー

ン

「虐待かも
と思ったら

１
いちはやく

８９番へ」（児
童相談所全

国共通ダイ
ヤル）
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中
村
悠
平
選
手（
大
野
市
出
身
）が
所
属
す
る
ヤ
ク
ル
ト
が
、
史
上

ま
れ
に
見
る
激
し
い
優
勝
争
い
と
な
っ
た
セ
・
リ
ー
グ
を
制
し
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
で
も
巨
人
を
倒
し
て
日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出

を
決
め
ま
し
た
。
中
村
選
手
に
優
勝
の
感
想
や
今
後
の
目
標
を
聞
き

ま
し
た
。

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
勝
し
た
感
想
は

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
、

一
度
は
経
験
し
た
い
こ
と
で
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
こ

こ
ま
で
こ
れ
た
の
で
、
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
連
続
最
下
位
だ
っ
た

悔
し
さ
を
持
ち
続
け
て
、
開

幕
か
ら
一
試
合
一
試
合
を
大

事
に
戦
っ
て
き
た
結
果
、
厳

し
い
優
勝
争
い
を
制
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

強
い
チ
ー
ム
に
は
強
い
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
が
い
る
と
い
い
ま
す
が

　

コ
ー
チ
な
ど
か
ら
は「
中

村
が
成
長
す
る
こ
と
で
チ
ー

ム
が
成
長
す
る
」と
ハ
ッ
パ

を
か
け
ら
れ
、
心
し
て
プ

レ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
で
昨
年
と
比
べ
、
大

事
な
と
こ
ろ
は
是
が
非
で

も「
や
る
」「
勝
つ
」と
い
う

気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
い
う
ポ
ジ

シ
ョ
ン
な
の
で
、
周
り
を
見

る
こ
と
、
い
ろ
ん
な
投
手
に

対
し
て
目
配
り
す
る
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い

き
た
い
で
す
。

今
後
の
目
標
は

　

日
本
を
代
表
す
る
、
球
界

を
代
表
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は

ま
ず
、
ヤ
ク
ル
ト
で
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
試
合
に
出
続
け

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の

よ
う
な
優
勝
争
い
を
勝
ち
抜

く
経
験
を
多
く
積
ん
で
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
岡
田
市
長
か
ら

「
日
々
是
好
日
」と
い
う
言

葉
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
そ
の
日
は
最
高
の
日
、
か

け
が
え
の
な
い
日
で
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
良

い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
僕
の
ブ
ロ
グ
の
タ
イ
ト

ル
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
し
、
こ
れ
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
、
目
標
達
成
へ
の

道
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
日
一
日
、
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

和泉地区で超レアな化石を発見！
　大野市下山で体長20～50㌢の「トリティロドン
類」と呼ばれる小動物の歯の化石が発見されました。
発見したのは、開成高校（東京都）１年の櫻井陽都さ
ん。地質部員の櫻井さんは、８月７日に市学芸員の
指導の下、和泉地区で化石採集の野外実習に挑戦し
ました。
　この大発見に、国立科学博物館の真鍋真研究主幹
は、「大野市のトリティロドン類の化石は、白亜紀
前期（約１億3000万年前）の手取層群から発見され
たもので、国内では３カ所目の発見です。同類が白
亜紀前期まで存続したという仮説を検証する上で重
要であり、恐竜の化石より希少で学術的価値が高い

もの」と評価しました。また、県立恐竜博物館の宮田
和周主任研究員は、「同類化石がさらに産出するこ
とが期待でき、勝山市だけでなく大野市が化石の宝
庫であることを広く知ってもらえる」と話しました。
問　文化財保護室（☎65・5520）

小田隆氏作
白山市教育委員会提供

歯の化石は、黒い部分
長さ15㍉、幅4㍉、厚さ3㍉

中
村
悠
平
捕
手  

セ
・
リ
ー
グ
制
覇

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
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市
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

１
０
６
６
点
の
応
募
が
あ
り
、
９

月
11
日
に
審
査
会
を
行
い
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
７
点
、
優
秀
賞
14

点
、秀
作
70
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
入
賞
作
品

は
、
市
内
の
量
販
店
な
ど
で
順
次

展
示
し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

大
神
裕
輝（
有
終
東
小
１
年
）、
前

田
美
嘉（
下
庄
小
２
年
）、
幸
河
陽

向（
有
終
南
小
３
年
）、
井
部
翔
哉

（
下
庄
小
４
年
）、
下
村
優
月（
有
終

西
小
５
年
）、
石
田
咲
良（
乾
側
小

６
年
）、
坂
口
友
鶴（
開
成
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

三
嶋
勇
真（
有
終
西
小
１
年
）、
竹

田
壮
佑（
下
庄
小
１
年
）、
石
田

寧
音（
有
終
南
小
２
年
）、
森
瀬
寿

樹（
有
終
東
小
２
年
）、
宇
野
天
晴

（
有
終
東
小
３
年
）、
寺
島
あ
い（
下

庄
小
３
年
）、
澤
田
純
怜（
有
終
南

小
４
年
）、
細
沢
月
楓（
下
庄
小
４

年
）、
形
部
香
月（
有
終
東
小
５

年
）、
村
松
太
郎（
和
泉
小
５
年
）、

西
尾
潤（
有
終
南
小
６
年
）、
澤
田

真
依（
有
終
東
小
６
年
）、
竹
内
莉

子（
陽
明
中
２
年
）、
山
田
彩
良（ 

開

成
中
３
年
）

問　

消
防
署
（
66
・
０
１
１
９
）

大神裕輝さん（小学１年）の作品前田美嘉さん（小学２年）の作品

井
部
翔
哉
さ
ん（
小
学
４
年
）の
作
品

下
村
優
月
さ
ん（
小
学
５
年
）の
作
品

石
田
咲
良
さ
ん（
小
学
６
年
）の
作
品

幸
河
陽
向
さ
ん（
小
学
３
年
）の
作
品

坂
口
友
鶴
さ
ん（
中
学
３
年
）の
作
品

　

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、大
野
・

勝
山
の
小
中
学
校
か
ら
２
２
３
点

の
応
募
が
あ
り
、
９
月
18
日
に
審

査
会
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
の
金

賞
と
銀
賞
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
金
賞
・
銀
賞
の
入
賞
作

品
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ

ｉ
ｏ
で
11
月
20
日
金
か
ら
23
日
月

勤
労
感
謝
の
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

【
金
賞
】〈
敬
称
略
〉

細
道
結
友（
阪
谷
小
１
年
）、
伊
藤

寛
将（
阪
谷
小
３
年
）、
齊
藤
寿
々

花（
下
庄
小
４
年
）、堀
真
由
子（
有

終
南
小
６
年
）

【
銀
賞
】〈
敬
称
略
〉

河
村
勇
志（
有
終
南
小
１
年
）、
前

田
千
磨（
阪
谷
小
１
年
）、
田
中
徳

（
有
終
南
小
２
年
）、印
牧
弥
音（
上

庄
小
２
年
）、
福
田
翔（
阪
谷
小
３

年
）、
田
中
海
憧（
有
終
南
小
６

年
）、
吉
本
文
優（
陽
明
中
１
年
）、

四
方
海
羽（
陽
明
中
２
年
）、
遠
藤

智
倫（
陽
明
中
２
年
）

問　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー

ポスター
コンクール
入賞者発表

市
防
火
ポ
ス
タ
ー

細道結友さん（小学１年）の作品

伊
藤
寛
将
さ
ん（
小
学
３
年
）の
作
品

齊
藤
寿
々
花
さ
ん（
小
学
４
年
）の
作
品

堀
真
由
子
さ
ん（
小
学
６
年
）の
作
品
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水
と
共
に
生
き
て
き
た
大
野

人
の
文
化
と
知
恵
、
そ
し
て
絆
を

育
ん
で
き
た
大
野
人
の
心
を
国
内

外
に
発
信
し
ま
す
。
結
果
、
大
野

市
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
お

か
れ
て
い
る
か
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
に
つ

な
げ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
で
事

業
の
ス
タ
ー
ト
を
宣
言
し
、
お
お

の
城
ま
つ
り
や
パ
リ
で
の
ジ
ャ
パ

ン
エ
キ
ス
ポ
、
ミ
ラ
ノ
で
の
国
際

博
覧
会
な
ど
で「
水
の
聖
地
大
野
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理

念
賛
同
者
か
ら
の
寄
付
を
募
り
、

世
界
の
水
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
に

水
へ
の
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
支

援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
の
受
け
皿
と
し
て
一
般
財
団

法
人
を
設
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
で
は
、
水
環
境

の
保
全
と
改
善
に
寄
与
す
る
事

業
、
水
へ
の
感
謝
の
思
い
を
醸
成

す
る
事
業
、
安
全
な
水
が
供
給
さ

れ
て
い
な
い
地
域
を
支
援
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

い
つ
か
市
外
へ
と
旅
立
つ
若
者

に
、
も
う
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
若

者
に
、
い
つ
か
大
野
へ
帰
っ
て
き

て
ね
、
と
大
野
に
い
る
人
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

８
月
に
行
わ
れ
た
大
野
ポ
ス

タ
ー
展
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

高
校
生
や
大
学
生
が
ポ
ス
タ
ー
制

作
を
通
し
て
地
元
の
魅
力
を
知

り
、
地
元
の
大
人
た
ち
と
つ
な
が

り
、
自
分
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に

で
き
る
こ
と
を
体
感
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

 
今
後
は
、
大
野
の
楽
し
み
方
や

大
野
の
豊
か
な
生
活
を
ま
と
め
た

冊
子
を
若
い
人
に
贈
っ
た
り
、
大

野
に
帰
っ
て
き
て
と
い
う
大
野
人

の
思
い
を
込
め
た
音
楽
、
映
像
を

発
信
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
、
大
野
に
戻
る
と
面
白
い

こ
と
が
で
き
る
、
大
野
に
は
豊
か

な
も
の
が
あ
る
と
気
付
く
き
っ
か

け
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

今
月
は
、「
水
へ
の
恩
返
し　

C
a

rryin
g

 W
a

te
r P

ro
je

c
t

」（
キ
ャ
リ
ン
グ 

ウ
ォ
ー
タ
ー 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）と「
大
野
へ
か
え
ろ
う
」を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

結
の
故
郷
推
進
室
（
☎
64
・
４
８
２
４
）

大
野
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
。
そ
し
て
発
信

シ
リ
ー
ズ
地
方
創
生

水
へ
の
恩
返
し

C
a

rryin
g

 W
a

te
r P

ro
je

c
t

大
野
へ
か
え
ろ
う

おおの城まつり　城下名水水鉄砲合戦

『オオノグラシ』 大野の何気ない四季の風景、暮らし、文化を映像にまとめました
　映像は、【春・夏】と【秋・冬】の２編あり、それぞれ約３分程度です。
　大野の魅力を紹介するのはもちろんのこと、大野へのＵターンや移
住を促すために制作したものです。
　この映像を希望される人にＤＶＤを無料で配布します。結の故郷推
進室へお越しください。
　なお、無料動画配信サイトyoutubeなどでも配信しています。詳しく
はオオノグラシで検索。
問　結の故郷推進室（☎64・4824）

　今年の「越前おおの新そばまつり」は、会場を新たに
して２日間開催します。大野在来そばの風味豊かな新
そばをご賞味ください。
日時　11月22日日午前９時45分～午後４時、23日月

勤労感謝の日午前10時～午後３時
　※軽トラ野菜市は両日とも午前９時から開催
場所　市役所 駐車場（今年から会場が変わります）
内容　手打ちおろしそば・かけそばの対面販売、地場

産品などの販売、軽トラ野菜市
価格　１杯450円、４杯券1700円
前売券価格　３杯1200円
前売券販売場所　　㈱平成大野屋、越前おおの農林樂

舎、各公民館、ＪＡテラル越前本店営農政策課、市
役所農業林業振興課

前売券販売期間　11月21日土まで
問　農業林業振興課（☎64・4818）

結の故郷越前おおの新そばまつり2015　～玄
げん

そばの故
く に

郷からこの秋一番の実りを届けます～
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皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
雲
海
に
浮

か
ぶ
越
前
大
野
城
の
写
真
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
写
真
は
、
県

立
図
書
館
で
平
成
28
年
１
月
19
日

火
～
24
日
日
の
期
間
に
開
催
す
る

天
空
の
城 

越
前
大
野
城
を
紹
介
す

る
写
真
展
で
展
示
し
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
30
日
月
ま
で

応
募
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
撮
影
年
月
日
を
明
記
し

て
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
な
ど
の
電
子
媒
体
で
写
真

デ
ー
タ
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他

・
写
真
展
終
了
後
は
、
写
真
を
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
使
用
す
る
こ
と

に
承
諾
く
だ
さ
い

・
写
真
の
提
供
は
無
償
で
お
願
い

し
ま
す

問　

結
の
故
郷
推
進
室

　
（
☎
64
・
４
８
２
４
）

電
子
メ
ー
ル　

yu
in

o
ku

n
i@

city.fukui-o
no

.lg.jp

〒
９
１
２

−

８
６
６
６
（
住
所

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

第
３
９
５
回
市
議
会
が
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
を
含
む
17
議
案
な
ど
を
審
議
。
15
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、

決
算
２
議
案
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定 

例 

市 

議 

会

一
般
会
計
に
１
億
４
８
０
０
万
１
０
０
０
円
を
追
加

結
の
故
郷
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業　

な
ど

〇
補
正
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
４
８
０
０
万
１
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

１
８
０
億
４
４
８
４
万
２
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
▼
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
人
数
を
増

員
す
る
費
用
に
１
８
６
万
５
０
０
０

円
▼
一
般
財
団
法
人
を
設
立
す
る

キ
ャ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
タ
ー
事
業
に

３
３
２
万
７
０
０
０
円
▼
結
の
故
郷

創
生
会
議
負
担
金
１
５
０
０
万
円

▼
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
放
送

音
聴
取
不
可
能
地
区
に
子
局
を
増

設
す
る
費
用
に
７
０
０
万
円
▼
中

山
間
地
域
に
お
い
て
施
設
園
芸
を

導
入
す
る
担
い
手
に
対
し
て
補
助

す
る
費
用
に
３
５
８
万
８
０
０
０

円
▼
畜
産
経
営
の
た
め
の
施
設

整
備
に
対
し
て
補
助
す
る
費
用

に
２
７
１
万
６
０
０
０
円
▼
高

性
能
林
業
機
械
等
の
整
備
事
業

費
に
対
し
て
補
助
す
る
費
用
に

２
５
６
万
２
０
０
０
円
▼
道
の
駅

九
頭
竜
に
電
気
自
動
車
急
速
充

電
器
１
基
を
設
置
す
る
費
用
に

８
１
０
万
円
▼
橋
梁
補
修
事
業
に

３
５
０
０
万
２
０
０
０
円
▼
越
前
お

お
の
定
住
促
進
事
業
に
５
０
０
万

円
▼
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
整
備
す
る
費
用

に
３
６
０
０
万
円
▼
和
泉
中
学
校

の
除
雪
機
を
１
台
更
新
す
る
費
用

に
１
４
０
万
円
▼
開
成
中
学
校
の

給
食
室
調
理
員
控
室
の
防
水
工
事

に
３
７
０
万
円
▼
雪
崩
に
よ
り
流

失
し
た
上
若
生
子
11
号
橋
の
復
旧

に
１
６
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〇
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

に
関
す
る
条
例
案
を
可
決

　

職
員
を
専
門
的
な
知
識
経
験
が

必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
期
間
を

限
っ
て
従
事
さ
せ
る
こ
と
で
公
務

の
能
率
的
運
営
を
確
保
す
る「
大

野
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例
案
」が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

〇
人
事
案
件
に
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
と
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
（
敬
称
略
）

　

上
野
法
子
（
下
麻
生
嶋
）

・
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

山
本
輝
昭
（
井
ノ
口
）

天
空
の
城 

越
前
大
野
城
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
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申
込
期
間　

11
月
２
日
月
か
ら
25

　

日
水
ま
で

入
所
資
格　

保
護
者
が
仕
事
や
病

気
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
子
ど
も

申
込
方
法　

保
育
所
入
所
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望

す
る
保
育
所
か
福
祉
こ
ど
も
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
各
保
育
所
と
福
祉
こ
ど

も
課
に
あ
り
ま
す

入
所
決
定　

12
月
に
面
接
と
調
査

を
行
い
、
２
月
に
入
所
可
否
を

通
知
し
ま
す
。
定
員
超
過
で
希

望
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な

か
っ
た
り
、
入
所
日
が
遅
れ
た

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

保
育
料　

入
所
す
る
子
ど
も
の
年

齢
と
父
母
の
市
民
税
の
所
得
割

額
に
応
じ
て
算
定
し
、
平
成
28

年
４
月
に
決
定
し
ま
す

①
２
人
以
上
同
時
入
所
の
場
合
、

２
番
目
の
子
は
半
額

②
た
だ
し
、
第
一
子
、
第
二
子
の

入
所
に
関
わ
ら
ず
、
第
三
子

以
降
の
場
合
、
該
当
児
童
の

保
育
料
は
無
料

特
別
保
育　

各
保
育
所
に
直
接
問

い
合
わ
せ
て
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

〇
延
長
保
育　

保
護
者
が
仕
事

で
遅
く
な
る
場
合
な
ど
に
、

午
後
７
時
ま
で
保
育
を
延
長

〇
一
時
預
か
り　

仕
事
の
都
合

や
冠
婚
葬
祭
、
病
気
な
ど
で

急
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
、
一
時

的
に
子
ど
も
を
保
育

〇
休
日
保
育　

休
日
に
家
庭
で

保
育
で
き
な
い
子
ど
も
を
、

誓
念
寺
保
育
園
で
１
日
保
育

〇
障
害
児
保
育　

心
身
に
障
害

が
あ
っ
て
も
、
集
団
生
活
が

で
き
る
子
ど
も
を
受
け
入

れ
。
入
所
申
し
込
み
時
に
、

保
育
所
か
福
祉
こ
ど
も
課
に

相
談

保
育
所
見
学　

随
時
行
っ
て
い
ま

　

す
。
各
保
育
所
に
直
接
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

広
域
入
所　

市
外
に
勤
務
し
て
い

る
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
場
合
、
市
外
の
保
育
所
に

入
所
で
き
ま
す
。
福
祉
こ
ど
も

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

保
育
所

園　　　名 電　話 所　在　地 定員（人）

（公立）春日保育園 66・4005 日吉町24–６ 　50

（公立）あかね保育園 66・5273 水落町７–24 　70

（公立）荒島保育園 66・4257 上野42–17 　30

（公立）阪谷保育園 67・1070 伏石11–14 　20

（公立）和泉保育園 78・2812 朝日25–７ 　20

（民間）いとよ保育園 66・3848 清和町710 100

（民間）上庄保育園 64・1217 稲郷43–５ 　70

（民間）いなやま保育園 66・0038 篠座94–39 　90

（民間）誓念寺保育園 65・6167 中荒井町二丁目824 120

（民間）亀山保育園 65・1104 水落町３–35 　60

（民間）開成保育園 65・1103 新庄５–15–２ 150

（民間）誓念寺中野保育園 65・6166 東中野二丁目603 140

（民間）篠座保育園 65・6570 篠座74–32 　60

※定員は変更になる場合があります
※春日保育園は、平成29年３月末で休園のため、平成28年度の入所のみ受け付けます

保育所一覧

保育所入所・幼稚園
入園の申し込み
受け付け開始

平成28年度
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公
立
幼
稚
園

申
込
期
間　

11
月
２
日
月
か
ら
25

日
水
ま
で

入
園
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も（
３
～

５
歳
児
）

申
込
方
法　

入
園
願
書
を
各
幼
稚

　

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願

書
は
、
各
幼
稚
園
と
教
育
総
務

課
に
あ
り
ま
す

保
育
料
な
ど　

保
護
者
世
帯
の
市

民
税
額
に
応
じ
て
５
段
階（
第
二

子
、
第
三
子
に
減
額
措
置
あ
り
）

教
育
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
２
時

預
か
り
保
育　

教
育
時
間
終
了
後
、

午
後
５
時
ま
で
園
児
を
預
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
回
当
た

り
８
０
０
円

問　

教
育
総
務
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
７
）

私
立
幼
稚
園

―
―
大
野
幼
稚
園
―
―

申
込
期
間　

随
時

入
園
資
格　

平
成
28
年
度
中
に
満

３
歳
を
迎
え
る
幼
児
（
親
子
面

接
あ
り
）

申
込
方
法　

所
定
の
用
紙
に
記
入

の
上
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
願
書
は
、
幼
稚
園
に

あ
り
ま
す

保
育
料
な
ど　

保
護
者
世
帯
の
市

民
税
額
に
応
じ
て
５
段
階（
第
二

子
、
第
三
子
に
減
額
措
置
あ
り
）

教
育
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
２
時

預
か
り
保
育　

午
後
２
時
～
５
時

は
１
回
当
た
り
５
０
０
円
。
午

後
６
時
ま
で
延
長
す
る
場
合

は
、
２
０
０
円
追
加

子
育
て
支
援

①
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
未

就
園
児
の
家
庭
の
状
況
に
応

じ
て
実
施
）

②
き
ら
き
らc

lu
b

（
毎
週
火
木

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
）未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
が
対
象

特
別
課
外
授
業　

絵
画
教
室（
専

門
家
の
指
導
の
も
と
、
絵
画
・

造
形
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
）希
望

者
の
み

―
―
旭
幼
稚
園
―
―

申
込
期
間　

11
月
２
日
月
か
ら

入
園
資
格　

平
成
28
年
度
中
に
満

３
歳
を
迎
え
る
幼
児
お
よ
び
就

学
前
の
３
～
５
歳
児

申
込
方
法　

入
園
願
書
を
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
は
、

幼
稚
園
に
あ
り
ま
す

保
育
料
な
ど　

保
護
者
世
帯
の
市

民
税
額
に
応
じ
て
５
段
階（
第
二

子
、
第
三
子
に
減
額
措
置
あ
り
）

教
育
時
間　

午
前
８
時
15
分
～
午

後
２
時

預
か
り
保
育　

教
育
時
間
終
了
後
～

午
後
６
時

子
育
て
支
援　

未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
対
象
の
ち
び
っ
こ
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
ま
す

病児・病後児を預かります

実施施設　病児デイケア「とちのき」（栃木産婦人科
医院内）

利用料金　１日2000円（第三子以降は無料）
対象児童　小学校６年生までの児童
利用定員　１日当たり病児２人、病後児２人
利用時間　午前８時30分～午後５時30分（日、水、

祝日を除く）
その他　利用の際は、事前に問い合わせる。他市の

病児デイケア施設も利用可能。詳しくは福祉こど
も課（☎64・5142）まで

問　栃木産婦人科医院（☎66・2502）

　病気の子どもや回復期の子どもを預かる病児デイケア事業を行っています。市指定の医療機関で預かり、
保護者の子育てと就労の両立を支援します。ぜひ利用してください。

幼
稚
園

園　名 電話番号 所在地

大野幼稚園 65・3936 明倫町７–18

旭 幼 稚 園 66・4235 本町10–７

※見学、入園申し込みは随時可能

私立幼稚園一覧

園　名 電話番号 所在地

上庄幼稚園 64・1140 稲郷27–11

阪谷幼稚園 67・1070 伏石11–14

富田幼稚園 66・4257 上野42–17

小山幼稚園 65・2911 下舌９–１–１

※乾側幼稚園は休園中

公立幼稚園一覧
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育てよう 大野っ子 ～調査結果からみた
　　大野っ子のすがた～

　今年４月に行われた、全国学力・学習状況調査の結果の概要をお知らせします。調査の対象は、小学校６年生
と中学校３年生です。公表にあたっては、本調査により測定できることが学力の一部であり、学校における教育
活動の一側面であることを踏まえながら、序列化や過度な競争につながらないよう配慮しています。詳しい内容
は、市のホームページで見ることができます。

２　各教科の調査結果から

良好であったこと 課題とその改善策

小

学

校

国
語

◦具体的な事例を挙げて説明する文章を書
くこと

◦目的に応じ、中心となる語や文を捉えること

◦新聞のコラムから、引用した部分を正しく抜き出すこと
→引用について理解し、目的に応じて適切に引用で

きるようにすることが大切です。

算
数

◦数量の関係を式に表したり、式に表された
ことを図と関連付けて読み取ったりすること

◦与えられた条件を整理して、日常の中で
必要となる時刻や時間を求めること

◦理由を分かりやすく説明するために根拠となる情報
を見出し、筋道を立て記述すること
→まずは、前提となる考えや理由などの根拠を明ら

かにし、整理して考えることが大切です。

理
科

◦メダカの雌雄を見分ける方法について答
えること

◦打ち水の効果について、グラフを基に地
面の様子と気温の変化を関係付けて考察
すること

◦顕微鏡の適切な操作方法を身に付けること
→器具の操作の一つ一つの意味を理解するとともに、

対象や目的に応じ、観察器具を適切に操作できるよ
うに何度も操作してみることが大切です。

中

学

校

国
語

◦文章から適切な情報を得て、考えをまとめ
ること

◦今回出題された漢字を文脈に即して正し
く読むこと

◦複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具
体的に書くこと
→複数の本や資料に書かれていることを正確に理解

した上で、感じたことや考えたことを人に話した
り、文章に書いたりして、自分の考えを持つこと
が大切です。

数
学

◦空間図形を投影図に表したり、投影図か
ら空間図形を読み取ったりすること

◦さいころを投げるときなど、多数回の試行
から得られる確率の意味を理解すること

◦比較する量を基にして基準となる量を文字式に表す
こと
→関係を図に表したり、具体的な数や言葉を使った

式を利用したりして関係を捉えることが大切です。

理
科

◦デンプンが消化酵素によって分解されて
できる物質の名称などを答えること

◦観察・実験の条件に着目し、結果を分析
して解釈し、その働きや規則性などを見
出すこと　

◦物質を水に溶かす実験において、溶け残りの量を溶
解度に結びつけて考えること
→溶解度に関する観察・実験の結果を基に、溶けた

質量と溶け残りの質量を図に表すなど、視覚的に捉
えて比較することが大切です。

　学校では、自校の結果の分析と学力向上のための取り組みについてまとめた「学力向上プラン」に基づき、日々
の授業改善などに取り組んでいます。各家庭でも分析結果を参考にして、今後の児童生徒一人一人の成長を目指
して、生活習慣や学習習慣をさらに良いものにするための取り組みをお願いします。なお、生活習慣や学習環境
などに関する調査の結果は、12月号でお知らせします。
問　教育総務課（☎64・4827）

市内
小学校

国語A 国語B 算数A 算数B 理科

全国 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

県 △ △ △ 〇 〇
　小中学校とも、昨年に引き続き全ての教科にお
いて、全国の平均正答率を上回っています。
　大野市の平均正答率を全国、県それぞれの平均
正答率と比較しました。
◎…２ポイントより高い　〇…±２ポイントの間
△…ー２ポイントより低い

１　教科に関する調査結果

市内
中学校

国語A 国語B 数学A 数学B 理科

全国 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

県 〇 〇 〇 〇 〇
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平
成
26
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

企
画
財
政
課
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

平
成
26
年
度
財
政
指
標
を
公
表

～
大
野
市
の
財
政
状
況
は『
健
全
』～

〇
健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
内

　

財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
の

指
標
で
あ
る「
健
全
化
判
断
比
率
」

は
、
下
表
の
と
お
り「
早
期
健
全

化
基
準
」の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
四
つ
の
指
標
の
う
ち

一
つ
で
も「
早
期
健
全
化
基
準
」を

上
回
る
と
、
市
の
財
政
状
況
は
黄

信
号
と
判
断
さ
れ
、
早
期
健
全
化

を
要
す
る「
財
政
健
全
化
団
体
」と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に「
財
政
再
生

基
準
」を
上
回
る
と
赤
信
号
と
な

り
、
財
政
運
営
に
国
の
指
導
を
受

け
る「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
財
政
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
生
じ
ま
す
。

〇
資
金
不
足
比
率
は
な
し

　

公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る「
資
金

不
足
比
率
」は
、
資
金
不
足
額
が

な
く
、
該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

対
象
は
▼
簡
易
水
道
事
業
▼
農

業
集
落
排
水
事
業
▼
下
水
道
事
業

▼
水
道
事
業
で
す
。

　

な
お
、
資
金
不
足
比
率
の「
経
営

健
全
化
基
準
」は
20
㌫
で
、
こ
の
基

準
を
上
回
る
と
、
経
営
状
況
は
黄

信
号
と
な
り
ま
す
。

〇
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を

　

早
期
健
全
化
団
体
・
財
政
再
生

団
体
に
な
っ
た
場
合
、
税
率
の
引

き
上
げ
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
、

市
民
生
活
に
必
要
な
事
業
以
外
の

縮
小
・
廃
止
な
ど
、
財
政
の
再
建

を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
市
の
財
政
状
況
は
、

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
公
営
企
業
で
も
資
金
不
足

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

中
長
期
的
に
健
全
な
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ

を
回
さ
ず
、
公
平
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市の平成26年度決算に係る健全化判断比率

　ｅＬＴＡＸ（エルタックス）は、インターネットを利用して地方税に関する手続きを
電子的に行う仕組みです。これを利用することで、インターネット経由で送信でき、こ
れまでの窓口持参や郵送の手間を省くことができます。
　大野市で利用可能な手続きを確認の上、便利なｅＬＴＡＸをぜひ利用してください。

※個人の市民税の申告には、利用できません。初めて利用になる場合は、事前にｅ
ＬＴＡＸホームページ（http//:eltax.jp）から利用の届け出が必要となります。

問　税務課（☎66・1111内線1310）

地方税に関する手続きはｅＬＴＡＸで

※標準財政規模　標準的な状態で通常収入とされる一般財源の規模
※実質赤字額、連結実質赤字額がないため、参考として黒字の比率を（　）内にマイナス表記

指標の名称 解　説 大野市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字

比率
普通会計の実質赤字の標準財政
規模に対する比率

赤字額なし
（△ 8.05㌫） 13.29㌫ 20.00㌫

連結実質赤字
比率

全会計における実質赤字の標準
財政規模に対する比率

赤字額なし
（△ 18.14㌫） 18.29㌫ 30.00㌫

実質公債費
比率

公債費などの標準財政規模に対
する比率（過去３年間の平均値） 5.7㌫ 25.0㌫ 35.0㌫

将来負担
比率

将来、市で負担すべき市債残高な
どの標準財政規模に対する比率 40.1㌫ 350.0㌫ なし

11
～
12
月
は
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間

　

県
と
市
町
が
、
税
の
徴
収
率
の
向
上
や
新
規
滞
納
の
未
然
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
税
の
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
や
催
告
、

納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
な
ど
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

問　

県
納
税
推
進
室
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
１
５
）

　

税
務
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
３
０
４
）

税の種類 利用可能手続き

個人市民税

◦給与支払報告書（総括表・個人別明細書）の提出
◦給与支払報告、特別徴収に係る給与所得者異動届の提出
◦特別徴収への切替届出書の提出
◦特別徴収義務者の所在地、名称変更届出書の提出　など

法人市民税
◦法人市民税の申告
◦法人設立等異動届出書の提出

固定資産税 ◦償却資産の申告

112015.11　広報おおの



　

市
内
９
地
区（
大
野
、
下
庄
、

乾
側
、
小
山
、
上
庄
、
富
田
、
阪
谷
、

五
箇
、
和
泉
）に
あ
る
公
民
館
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
パ
ネ
ル
展
示
「
家
庭
・
地
域
の

た
め
の
公
民
館
」

日
程　

11
月
９
日
月
～
15
日
日

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時
30

分
（
15
日
は
午
後
４
時
に
終
了
）

②
ミ
ニ
講
座
を
体
験
し
よ
う
！

日
程　

11
月
14
日
土
、
15
日
日

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

内
容　

缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
、
風
車
づ

く
り
、
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

受
講
料　

無
料

場
所　

①
・
②
と
も
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ト

問　

市
公
民
館
主
事
会
（
下
庄

公
民
館
内
☎
66
・
２
１
４
２
）

　

平
成
30
年
に
開
催
予
定
の
第
73
回
国
民
体
育
大
会（
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
）の
福
井
県
開
催
が
７
月
22
日
に
正
式
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
野
市
に
お
い
て
も
事
務
局
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
10
月
１
日
付
け
で
企
画
総
務
部
企
画
財
政
課
内

の
国
体
推
進
室
を
企
画
総
務
部
国
体
推
進
課
と
す
る
機
構
改
革

と
、
そ
れ
に
伴
う
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
級

　

企
画
総
務
部
企
画
財
政
課
参
事　

中
村
吉
孝
▼
防
災
防
犯
課
長

　

松
本
邦
章
▼
国
体
推
進
課
長　

清
水
悦
朗

　

10
月
１
日
か
ら
国
体
推
進
課（
☎
64
・
４
８
２
６
）の
業
務
は
、

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

総
務
課
（
☎
64
・
４
８
２
０
）

国
体
推
進
室
は
、
国
体
推
進
課
に

　愛される日本百名山荒島岳の桜の名所を作ることを目指して、カドハラ桜坂建設委員会による「カドハラ
桜坂」プロジェクトが立ち上がりました。カドハラスキー場跡地を通る登山道沿い1.2㌔にヤマザクラ、マ
イヒメ（エドヒガン系）の苗木を植える記念植樹の参加者を募集します。

「カドハラ桜坂」プロジェクト
～記念植樹参加者募集～

日時　11月22日日午後１時30分～３時
場所　荒島岳勝原登山口　カドハラスキー場跡地
対象者　どなたでも参加できます。ただし、小学生

以下は保護者同伴
募集数　桜150本（先着）
参加料　１本3000円（木板プレートを付けること

ができます）
申込方法　名前、住所、電話番号を明記して、五箇

公民館に電子メール、ハガキ、ファクスで申し込
む。１人何本でも申し込みできます

募集期間　11月16日月まで

その他
・植えた桜の所有権はありません
・作業のできる服装と軍手、スコップ、ツルハシ

などの道具を持参してください
・植樹式の時間に都合の悪い方は、午前中でも植

樹できます
・傷害保険の加入は各自でお願いします

問　五箇公民館（☎・FAX65・6805）
　電子メール　tomita-k@city.fukui-ono.lg.jp
　〒912-0155　大野市西勝原13－１－５

結
の
故
郷
・

公
民
館
紹
介
展

　消費税率の引き上げによる負担を緩和するた
め、今年度も「臨時福祉給付金」が支給されます。
　８月下旬に、給付対象となる可能性がある世帯
宛てに申請書などを送っていますが、まだ申請を
行っていない人は、手続きをしてください。
期限　12月１日火まで（郵送可。消印有効）
　※期限までに提出が困難な人は相談してください
場所　福祉こども課
持ち物　①申請書 ②預金通帳 ③本人確認書類（保

険証・免許証など） ④印鑑
給付額　対象者１人につき6000円
問　福祉こども課（☎64・5142）

臨時福祉給付金の申請は
済んでいますか
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◆創業スタートアップセミナー
【第１回：創業前の基礎知識】
日時　11月11日水午後７時～９時
内容　創業のための基礎知識や心構えを学びます

【第２回：事業計画の作成】
日時　11月18日水午後７時～９時
内容　具体的な事業計画を作成し、収支シミュ

レーションを学びます

【第３回：資金計画の作成】
日時　11月25日水午後７時～９時
内容　資金計画の作成方法を学びます

開催場所　大野商工会議所（明倫町３－37）
参加料　無料
問い合わせと申込先
　大野商工会議所（☎66・1230）
　電子メール　soumu@ohnocci.or.jp

◆創業応援パネル展
　創業を支援する補助制度の紹介や創業者のメッ
セージを展示します。
日時　11月７日土～29日日

場所　７日、８日は越前おおの産業と食彩フェア会場
（結とぴあ）で展示。それ以降は図書館で展示

問　商工観光振興課（☎64・4816）

　創業を予定している人、創業して間もない人を応援するため、市・商工会議所・日本政策金融公庫が連
携し、創業に必要な知識を身につけるセミナーと創業者向け支援制度を紹介するパネル展を実施します。

まちなかで開業してみませんか

「
空
き
地
空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
」に
参
加
を
！

あなたの創業応援します

特産作物生産促進事業補助金　～里芋を出荷する人に補助金を交付します～
　里芋の生産量を拡大するとともに、品質の向上を
図り、越前おおのブランドとして確立するため、里
芋を出荷する農業者に対し補助金を交付します。
対象者　平成27年１月１日～12月31日に里芋を

200㌔以上出荷した人
※農協に出荷した人は、農協が一括して申請を行

いますので、申請手続きは不要です

補助金額　１㌔当たり７円を乗じて得た額（８万円
上限）

申請期限　平成28年１月末日
申請方法　出荷先発行の里芋の出荷数量を適正に証

明できる伝票の写しを添えて、農業林業振興課へ
申請書兼請求書を提出

問　農業林業振興課（☎64・4818）

132015.11　広報おおの



職員の採用と退職の状況
　昨年度採用した職員数は、一般職５人、現業職０人、消防職は２人でした。
退職者は一般職11人、現業職２人、消防職が３人となっています。

職　種
平成24年度 平成25年度 平成26年度

採用者数 退職者数 採用者数 退職者数 採用者数 退職者数

一般職 ９人 12 人 ８人 11 人 ５人 11 人

現業職 ０人 ６人 ０人 ２人 ０人 ２人

消防職 １人 １人 １人 ２人 ２人 ３人

計 10 人 19 人 ９人 15 人 ７人 16 人

分限処分の状況
　分限処分とは、公務の能率を維持することと、その適正な運営を確保する観点から、職
員がその職責を果たすことができない場合に行う処分のことです。昨年度は３人の休職処
分がありました。
　処分理由と人数　◆心身の故障　３人

懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職務上の義務違反など公務員としてふさわしくない非行がある場合に行
う処分のことです。昨年度の懲戒処分者はいませんでした。

勤務成績の評定の状況
　職員の勤務の業績や職務に関する能力、態度などを公平かつ統一的に把握し、人事管理

ならびに職員の能力開発、育成と活用を図るため、平成18年度から勤務評定（平成26年度

より人事評価）を実施しています。

〇評価区分　Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階評価

〇評価結果の反映　勤勉手当の成績率および昇給に反映

職員の研修と勤務成績の評定の状況

職員の分限と懲戒処分の状況

職員の任免と職員数の状況

　平成26年度の「大野市人事行政の運営状況」の一部を公表します。これ
は、昨年度中に採用や退職した職員数をはじめ、職員の給与や手当の状
況をお知らせするものです。
　大野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条に規定する
すべての項目は、市役所掲示板と市ホームページで公表しています。
問　総務課 （☎64・4820）

人
事
行
政
の
運
営
状
況
公
表 

―
職
員
数
や
給
与
な
ど
―

26
年度
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職員の給与の状況

平均給与と平均年齢の状況
（平成27年４月１日現在）

【一般行政職　233人】
　平均給料月額　32万500円
　平均給与月額　38万5861円
　平均年齢　　　42.1歳
※一般行政職とは、税務職、医師、保健師、

保育士、幼稚園教諭、企業職、現業職、
消防職を除いた職のことです

※給料とは、給料表に基づき毎月支給され
る基本給を指し、その給料に扶養手当や
通勤手当などの諸手当を含んだものを給
与といいます

【現業職　36人】
　平均給料月額　29万5900円
　平均給与月額　31万2197円
　平均年齢　　　47.9歳

【消防職　54人】
　平均給料月額　30万7100円
　平均給与月額　37万5027円
　平均年齢　　　40.1歳

一般行政職、学歴別の初任給と
経験年数別平均給料月額の状況

（平成27年４月１日現在）

◆学歴別の初任給
　【大学卒】  17万4200円（国17万4200円）
　【高校卒】  14万2100円（国14万2100円）

◆経験年数別平均給料月額
　【大学卒】   ５～ ６年勤務　20万5400円
　　　　　  10～14年勤務　27万6500円
　　　　　  25～29年勤務　38万2300円
　【高校卒】  25～29年勤務　35万9100円
※経験年数は、卒業後直ちに採用され、引

き続き勤務している年数です

一般行政職の級別職員数の状況
（平成27年４月１日現在）

１級（主事・技師）　　29人（構成比12.5㌫）
２級（主事・技師）　　15人（6.4㌫）
３級（主査）　　　　　41人（17.6㌫）
４級（企画主査） 　　  86人（36.9㌫）
５級（課長補佐）　　　35人（15.0㌫）
６級（課長）　　　　　22人（9.5㌫）
７級（部長）　　　　　 ５人（2.1㌫）

人件費の状況（平成26年度・普通会計決算）
　昨年度、普通会計決算で人件費の占める割合（Ｂ/Ａ）は
15.9㌫でした（25年度は17.5㌫）。人件費には特別職に支給
される給料、報酬などが含まれています。

住民基本台帳人口 
（平成27年３月末現在） 歳出決算額（Ａ） 人件費（Ｂ）

３万5026人
208億8311万

6000円
33億1971万

6000円

職員給与費の状況（平成27年度・普通会計当初予算）
　平成27年度普通会計当初予算に計上されている職員数は
342人（特別職・教育長を含まず）。その職員に対する職員給
与費は下表のとおりです。
　１人当たりの給与費は、596万円となります。

給料 職員手当 期末・勤勉手当

12億9787万
7000円

２億5153万
5000円

４億9020万
7000円

給与費合計　20億3961万9000円

職員手当の状況
◆扶養手当（平成27年４月１日現在。額は全て国と同額）
　 ▽配偶者　月額１万3000円
　 ▽配偶者以外　１人につき月額6500円
（ア）職員に配偶者がいない場合は、そのうち１人につき月

額１万1000円
（イ）扶養親族のうち満16歳に達する年度初めから22歳に達

する年度末までの間の子１人につき月額5000円加算
◆期末・勤勉手当（平成26年度、６月期と12月期に支給）

区　分 期末手当 勤勉手当 計

６月期 1.225月 0.675月 1.90月
12月期 1.375月 0.825月 2.20月
合　計 2.60月 1.50月 4.10月

※職制上の段階や職務の級などによる加算措置があります
※勤勉手当の月数は、支給総額の上限であり、実際の支給率

は勤務成績の評価結果により異なります
◆退職手当（平成27年４月１日現在）
　勤続20年（自己都合20.445月、勧奨・定年25.55625月）
　勤続25年（自己都合29.145月、勧奨・定年34.5825月）
　勤続35年（自己都合41.325月、勧奨・定年49.59月）
※最高限度額は自己都合、勧奨・定年ともに49.59月。定年

前早期退職特例措置（２～20㌫加算）あり

特別職の給料、報酬等の状況
区　分 給料・報酬（月額） 期末手当

市　長 84万3000円
 ６月期　1.40月分
12月期　1.70月分

計　   3.10月分

副市長 71万円
議　長 44万8000円
副議長 37万7000円
議　員 35万7000円

（平成26年４月１日現在）
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